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1.1. はじめに 

 

適切な食行動は生涯を通じた健康にとって重要であるとされている(Malara et al., 

2003)。現代社会は飽食社会と言われ、人々の生活に必要な食料が十分供給される状況とな

っており、自然食材や加工食品の増加、さらには外食の普及など、人々に供給される食品

や食生活の様式が多様化している。適切な食行動を行うには、多様化された食品や食生活

の様式の中から自らの条件に適合したものを選択することが必要であり、その選択に依存

して、適切な質と量の食事を摂取できるかどうかが決まる。従って、自らの食行動の決定

に至るまでの過程は複雑なものとなっている(Meule and Vögele, 2013)。このような複雑

な過程を経る食行動においては、自らに適切な食行動であるかどうかを認知・判断するた

めの能力が必要とされ、そのためには、ワーキングメモリやエフォートフル・コントロー

ルが重要な役割を果たしていると考えられる。また、個々人のパーソナリティも、食行動

の決定に関与していることも考えられる。 

本論文は 4つの章からなるが、まず本章においては、背景として食行動の現状と課題に

ついて明らかにしたうえで、食行動を決定するうえで重要な役割を果たすと考えられるワ

ーキングメモリ、エフォートフル・コントロール、パーソナリティ等について概説すると

ともに、食行動を評価するための指標についても概説を加え、本章の最後に本論文の目的、

および本論文の構成について述べる。 
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1. 2. 食行動の現状と課題 

 

食行動とは、生存を目的として毎日営まれる行動であり、具体期には、何を食べるか、

いつ食べるか、どれくらい食べるかを決定することである(Meule and Vögele, 2013)。従

って、どのような食行動をとるかにより、摂取するエネルギー量や栄養素量が決まる。摂

取エネルギー量の不足はやせの原因となり、貧血、月経異常、骨粗鬆症などの身体的不調

の原因ともなる（Grinspoon et al., 2000; Selzer et al., 1996; Slupik, 1999）。一方、

過剰なエネルギー量摂取は、肥満（Boulos et al., 2012; Ogden et al., 2014）や、2型

糖尿病（Sabin et al., 2006; Zhong et al., 2016）、心血管疾患（Bos et al., 2014; Isomaa 

et al., 2001; Mahmood et al., 2014）、メタボリックシンドローム（Despres and Lemieux, 

2006; Huang, 2009; Omech et al., 2016）の原因ともなる。また、ビタミン（Ahmed et al., 

2015; Francini-Pesenti et al., 2007; Koike et al., 2006; Wan et al., 2011）やミネ

ラル（Nakagi et al., 2010）等の摂取栄養素量の偏りも種々の疾病の原因となる。このよ

うに、どのような食生活を送るかは健康状態に影響を及ぼすことから、健康日本 21（第二

次）においても、健康寿命の延伸や健康格差の縮小、生活習慣病の発症予防と重症化予防

の徹底、社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上、健康を支え守るための社会環

境の整備を 4つの基本的な方向として、それを実現するための一つとして栄養・食生活の

改善は重要であるとしている（厚生労働省, 2012）。 

現在の日本人の健康および栄養状態は、毎年度、国民健康・栄養調査により報告されて

いる。平成 26年度国民健康・栄養調査によると、2014 年（平成 26年）の一人一日当たり

の摂取エネルギーは 1,863 kcalであり、1980年（昭和 55年）の 2,084kcalと比べると 221 

kcal減少している。体格については、男性においては BMI（body mass index(kg/m2)）が

25以上である肥満者の割合は、1980年が 17.8%であるのに対し、2014年では 28.7%と増加

し、女性では 1980 年が 20.7%、2014 年では 21.3%と漸増している。BMIが 18.5 未満である

やせは、男性では 1980 年に 7.2%、2014 年に 5.0%と漸減し、女性では 1980 年に 8.4%、2014

年に 10.4%と増加している（厚生労働省, 2016）。これらの結果について、国民の平均値

として摂取エネルギー量が減少していることは必ずしも全国民の摂取エネルギー量が一律

に減少していることを意味しているのではない。肥満ややせの動向を考慮すると、摂取エ

ネルギー量が減少、あるいは増加している者を合わせた平均値が最近約 40年間において減
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少したことを示している。即ち、国民一人一人の摂食行動は多様性があることを示唆して

いる。 

以上、食行動は、食事内容や量、およびその結果として体格に影響を及ぼすことを述べ

た。狩猟や採集を生業としていた時代においては、ヒトが食料を生産することはなく自ら

が生息する自然環境下で存在する食料に限定されるため、食行動は単にそこに存在する食

料を探し出す行動であるのに対し、現代では、食料は安価、且つ多様な形で豊富に存在す

ることから、食行動は複雑なものとなっている（Meule and Vögele, 2013）。加えて、個

人の年齢、性別、身体活動量等の条件も異なることから、各個人にとっての適切な食行動

は、栄養学的および種々の条件を充足することを念頭に判断しなければならない合目的的

行動であることが求められる。合目的的行動を行うための判断には「実行機能」が多く関

わることが推察される。実行機能とは、複雑な課題の遂行に際し、課題ルールの維持やス

イッチング、情報の更新などを行うことで、思考や行動を制御する認知システム、あるい

はそれら認知制御機能の総称である（Miyake and Shah, 1999）。特に、新しい行動パター

ンの促進や、非慣習的な状況における行動の最適化に重要な役割を果たし、人間の目標志

向的な行動を支えているとされ（Gilbert and Burgess, 2008）、その神経基盤は一般に前

頭前野 (prefrontal cortex) に存在すると考えられている（Miller and Cohen, 2001; 

Miyake et al., 2000）。 

 各個人の食行動は、その行動パターンが必ずしも同じでないことから、個人に特有の条

件が食行動の決定に関わっていると言える。さらに、個人で異なる固有の性質のひとつに、

パーソナリティがあげられる。パーソナリティは、「個人の内にあって、個人に特徴的な

行動や思考を決定する精神身体システムの力動的な構造」(Allport, 1961)とあるように、

個人の行動に影響を及ぼす一つの要因であるといえる。以上より、本章においては、第 1.3

節、第 1.4節、第 1.5 節の各節において、ワーキングメモリ、エフォートフル・コントロ

ール、パーソナリティについて概説する。 
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1. 3. ワーキングメモリ 

 

ワーキングメモリは情報の一時的な貯蔵と操作の両方に専念する脳のシステムに関連す

る能力（Baddeley, 1992）である。即ち、情報を短期記憶として保持し、目的を果たすた

めの課題といった複雑な行動を行う間、それらの情報が操作される能動的プロセスのこと

をいう（Baddeley, 2012）。また、ワーキングメモリは計画（Phillips et al., 1999）、

問題解決（Logie et al., 1994）、遅延する目的の実行（Brewer et al., 2010）、流動性

知能（Engle et al., 1999; Shelton et al., 2010）といった高次の認知能力に不可欠で

あると考えられている。ヒトには目的的に行動し、合理的に思考し、効率的に環境を処理

する個人の総体的能力である知能が備わっており（Wechsler, 1944）、それには結晶性知

能（crystallized intelligence）と流動性知能（fluid intelligence）が位置づけられて

いる（Cattell, 1941; Cattell, 1963）。結晶性知能は後天的なスキルや知識であり、教

育や文化的な背景に依存しているのに対し、流動性知能は新しい問題を解決したり、新し

い環境へと適応したりする能力であり、非言語的で文化とは関連しないものであると考え

られている（Cattell, 1963; Horn, 1980; Horn and Cattell, 1967）。ワーキングメモリ

は流動性知能と関連することから（Friedman et al., 2006）、ワーキングメモリの高さが

環境適応や問題解決が必要とされる人生の様々なライフイベントに関わっていることが推

察される。従って、複雑な条件の中から決定する食行動の制御にとってワーキングメモリ

は重要な働きをすることが考えられる。 

ワーキングメモリの代表的なモデルとしては、Baddeleyが提唱したものがある。

Baddeleyによると、ワーキングメモリは、数・単語などの言語情報の保持に関わる音韻ル

ープ（phonological loop）、絵や物の位置などの言語化できない視空間情報の保持に関わ

る視空間スケッチパッド（visuo-spatial sketch-pad）、およびそれらを制御する中央実

行系（central executive）からなる（Baddeley and Hitch, 1974）。中央実行系は、音韻

ループや視空間スケッチパッドの働きを調節したり、注意の制御といった高次の認知活動

を司る（Baddeley and Hitch, 1974）。中央実行系は非習慣的な状況において意図的な制

御を行う系である監督的注意システム（Norman and Shallice, 1986）を適用して発展させ

た概念であり、中央実行系が情報の貯蔵に直接関与するのではなく、注意機能を側面的に

サポートしている。中央実行系の注意機能としては、注意を焦点化してひとつの事柄に注

意を向ける焦点的注意（focus attention）、同時に複数の事象に分割して焦点を当てる分
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割的注意（divide attention）、必要なことに対して柔軟に注意を向ける注意の切替（switch 

attention）、ワーキングメモリの内容の長期記憶への関連付け等がある（Baddeley, 1996）。

さらに、Baddeleyは、2000 年に音韻ループおよび視空間スケッチパッドにエピソードバッ

ファ（episodic buffer）が加わった新たなモデルを構築している（Baddeley, 2000）。エ

ピソードバッファは、言語情報と視空間情報に加え、知識や経験といった長期記憶を取り

出し、一時的に保存する領域である。これらの情報が同時にエピソードバッファに保存さ

れることにより、長期記憶を参照しながら、言語や視空間といった短期情報と統合して実

行することを可能にする（Baddeley, 2000）。また、2012年に提示された Baddeleyの最

新のモデルでは、長期記憶、ワーキングメモリ、行動の関係として、長期記憶とワーキン

グメモリの間にフィードバックの過程があり、ワーキングメモリもしくは長期記憶が行動

を導いていると考えられている（Baddeley, 2012）。  

ワーキングメモリは、実行機能（executive functions）の一つであると考えられている。

実行機能は思考および行動の制御を行うものであり、抑制（inhibition）、更新（updating）、

シフティング（shifting）の三つの働きがあるとされている（Miyake et al., 2000）。抑

制は当該状況において優位な行動・思考を抑制する能力、更新はワーキングメモリに保持

されている情報を監視し更新する能力、シフティングは柔軟な課題切替能力であることか

ら、更新の働きがワーキングメモリであると考えられている（Miyake et al., 2000）。先

行研究では、ドーパミンの神経伝達がワーキングメモリ機能の中心的な役割を担っている

とされており（Muller et al., 1998; Sawaguchi and Goldman-Rakic, 1991; Sawaguchi and 

Goldman-Rakic, 1994）、ドーパミンが過剰あるいは過小でない範囲内でワーキングメモリ

がドーパミンと正の容量依存的であるとの報告や（Takahashi et al., 2008）、ワーキン

グメモリが低下している注意欠陥多動性障害（attention deficit hyperactivity disorder, 

ADHD）児において、ドーパミンの再取り込み過剰により、D1受容体へのドーパミンの結合

が不足するとの報告（Dougherty et al., 1999）がなされている。また、機能的磁気共鳴

画像法（functional magnetic resonance imaging, fMRI）によってワーキングメモリ容量

が高い群の方が低い群よりも背外側前頭回（dorsolateral prefrontal cortex, DLPFC）と

前部帯状回（anterior cingulate cortex, ACC）の活動が増強していることが示されてい

る（Osaka et al., 2003）。背外側前頭回は、課題に対して適切な行動をサポートしてい

く存在であり、前部帯状回は競合しあう反応に対して対応していく、すなわち強度な制御
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が必要な際に監視する役割がある（MacDonald et al., 2000）。よって、背外側前頭回や

前部帯状回は、行動抑制等に関連する認知機能に関わっていることが示唆される。 

ワーキングメモリには個人差があり（Tuholski et al., 2001）、個人差を測定するため

に言語ワーキングメモリ、視空間ワーキングメモリ、および中央実行系については測定方

法が開発されているが、エピソードバッファの測定手法はまだ開発されていない。 

言語ワーキングメモリの測定には、リーディングスパンテスト（reading span test, RST）

（Daneman and Carpenter, 1980）やカウンティングスパンテスト（counting span test, CST） 

(Case et al., 1982）、またオペレーションスパンテスト（operation span test, OSPAN）

（Turner and Engle, 1989）がある。リーディングスパンテスト（Daneman and Carpenter, 

1980）は、次々と提示される文章を音読し、指定された単語を保持させるテストであり、

ワーキングメモリの処理効率（efficiency）の個人差を測定するために開発されたテスト

である。カウンティングスパンテスト（Case et al., 1982）は、複数の語あるいは図形が

描かれた画面が提示され、その提示された語や図形の数を音読して数えて記憶させ、各々

の画面の中にある指定された語あるいは図形の数を答えさせるテストである。これにより、

語あるいは図形の数を数える処理と数えた数を記憶に保持する作業を同時に行うことが求

められる課題である。オペレーションスパンテスト（Turner and Engle, 1989）は、計算

と単語の記銘の組み合わせを数回繰り返し、出てきたすべての単語について回答させ、そ

の回答の成績によってワーキングメモリ容量を測定する尺度である。 

一方、視空間ワーキングメモリを測定するプログラムもある（Maki et al., 2010）。こ

れは、パソコン画面上に提示される複数の丸印内の数字を暗記するものであり、最初の丸

印がクリックされると、他の丸印内の数字が隠され、被験者は記憶を使って残りの丸印を

順にクリックしていくことが求められる。 

一方、中央実行系の測定には Nバック課題（Kirchner, 1958）やストループ課題（Stroop 

test）がある（Stroop, 1935）。Nバック課題は、画像や音声等の刺激を順々に提示し、

現在呈示されている刺激が N回前に提示された刺激と同じであるかどうかを回答する課題

である。Nを大きくすることによって難易度は上昇する。Nバック課題は、中央実行系の機

能の中の更新に関する機能を反映するが（Smith and Jonides, 1999）、各個人のワーキン

グメモリの容量を反映するものではないとされている（Jaeggi et al., 2010; Kane et al., 

2007）。 
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ストループ課題は、色および単語の干渉効果を測定する課題である。具体的には、文字

の書かれたインクの色名とその文字が表わす色名が不一致な刺激を作り、文字の書かれた

インクの色名を回答させる。例えば、青色のカラーインクで「赤」と書かれた文字につい

て、書かれた文字のインクの色名を回答させる（この場合は青）場合、書かれた文字その

ものを読む（この場合は赤）傾向を抑制しなければならい。従って、書かれた色名を表す

文字の意味と文字のインクの色名が不一致であるときには、インクの色名の回答に要する

反応時間が遅れるという葛藤が生じる。その効果は、ストループ効果と呼ばれている

(Stroop 1935)。このストループ課題の干渉効果は、実行機能とも関連することが期待され、

実際、ストループ課題遂行中は前頭葉が活性化するという報告や（Adleman et al., 2002; 

Khateb et al., 2000）、ストループ効果の測定がワーキングメモリの神経基盤を研究する

際にも使用されていたり（MacLeod and MacDonald, 2000）、ストループ課題はワーキング

メモリ容量が高い群では低い群よりも優れているという報告（Long and Prat, 2002）もあ

るため、本研究においても、ワーキングメモリの測定として、ストループ課題を採用した。 
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1. 4. エフォートフル・コントロール 

 

近年、注意の制御能力に関する機能としてエフォートフル・コントロール（effortful 

control, EC）という概念が提案されている。エフォートフル・コントロール は「非顕在

的な反応を行うために顕現している反応を抑制する能力」（Rothbart and Bates, 2006）

とされ、 実行注意の効率を表す概念でもある。実行注意は、Baddeleyのワーキングメモ

リ（Baddeley, 2003）、特に中央実行系に近い概念であり、思考や感情、反応間の葛藤の

モニタリングと解決などを可能にするとされている（Rueda et al., 2004）。日本語版エ

フォートフル・コントロール尺度は、Rothbartらの作成した 177項目から成る Adult 

Temperament Questionnaire （Rothbart et al., 2000）のうち、エフォートフル・コント

ロール 尺度 35 項目について日本語訳を行い「成人用エフォートフル・コントロール尺度

日本語版（日本語版 EC尺度）」として作成されている（山形ら, 2005）。日本語版 EC尺

度は、「行動抑制の制御（inhibitory control）」、「行動始発の制御（activation control）」、

「注意の制御（attentional control）」の 3つの下位尺度により成り立っている（山形ら, 

2005）。行動抑制の制御は不適切行動を抑制する能力、行動始発の制御は行動を回避した

い時においてもそれを遂行する能力、注意の制御は必要に応じて集中し、注意を切り替え

る能力である（山形ら, 2005）。エフォートフル・コントロールは幼児期において、発達

に伴って増大するという知見が得られている（Kusanagi et al., 1997）。 

 エフォートフル・コントロールは行動するための衝動を自発的に活性化したり抑制した

りする能力（Derryberry and Rothbart, 1997）であることから、食の病理に関連している

とされている（Claes et al., 2010; Kitsantas et al., 2003; Stice, 2001）。例えば、

食行動異常、むちゃ食い、瀉下行動などを伴う患者はエフォートフル・コントロール尺度

のスコアが低いことが報告されている（Claes et al., 2012）。 Burt らも同様に、エフ

ォートフル・コントロールが低いことはより多くの食行動異常の症状と関連すると報告し

ている（Burt et al., 2015）。また、食行動異常の症状はエフォートフル・コントロール

が低いことと関係し、Behavior Inhibition System（BIS）尺度における不安と強い関係性

が見られたという報告もある（Claes et al., 2011）。一方、エフォートフル・コントロ

ールは激しい体重増減と関連が見られない、あるいは報酬に対する感受性とエフォートフ

ル・コントロールとの間の相互作用からは体重の増減を予想できないとの報告もある

（Zwaan et al., 2015）。Leung らもエフォートフル・コントロールと食行動との間に関
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連がみられないと報告している（Leung et al., 2016）。以上、エフォートフル・コント

ロールと食行動に関する従来の研究では、相反する結果が報告されており、より詳細な検

証が求められる。  
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1. 5. パーソナリティ 

 

パーソナリティは、個人の内にあって、個人に特徴的な行動や思考を決定する精神身体

システムの力動的な構造（Allport, 1961）であり、個人内の心身システムにおける一つの

特性と言える。パーソナリティを測る指標として従来の研究でよく用いられてきたものに、

ビッグ・ファイブ（Big Five）や、モーズレイ性格検査（Maudsley Personality Inventory, 

MPI）などがある。パーソナリティは、加齢に伴い、パーソナリティの測定結果の安定性が

高まることが指摘されている（Caspi and Shiner, 2006）。 

パーソナリティ研究の一つの立場に個人の特性を構成する変数を量的に測定し、それら

の組み合わせでパーソナリティを記述、説明するという特性論的なアプローチがある。そ

の一つとしてビッグ・ファイブがあり、1980 年代に Goldbergらによってパーソナリティ

理論として確立された（Goldberg, 1981）。即ち、ビッグ・ファイブは、基本的な性格の

次元が外向性（E: Extraversion）、知性（O: Openness for experience）、協調性（A: 

Agreeableness）、情緒安定性（N: Neuroticism）、勤勉性（C: Conscientiousness）の 5 

つであるという仮説である（Goldberg, 1992; 村上, 2003; 村上ら, 1999）。 

各々の下位尺度の内容は以下の通りとされている（McCrae and Costa Jr, 2008）。すな

わち、外向性とは、他者に積極的に働きかけ友人も多く、社会的スキルが高い。知性とは、

知的領域において、考える力の度合いを示し、知性の高い人は、想像的で様々な事柄への

関心を持つ。協調性は、人間関係における協力性を表すというものである。 協調性の高い

人は、共感的で、協力的である。情緒安定性の高い人は、高い自尊心を持ち、気が動転す

ることも少ない。勤勉性は、目的をもって物事をやり抜こうとする力である。勤勉性の高

い人は、意志が強い。ビッグ・ファイブは遺伝性のものであり（Jang et al., 1996）、ビ

ッグ・ファイブの特徴として、時を経ても非常に持続性がある（Roberts and DelVecchio, 

2000）とされている。この尺度は、各因子 12 項目、合計 60項目の形容詞により構成され、

文章を用いた尺度よりも構造が比較的安定して抽出されやすい。また、前節でとりあげた

エフォートフル・コントロールはパーソナリティと関連があり、エフォートフル・コント

ロールがビッグ・ファイブの 5性格次元における神経症傾向と負の相関、誠実さと正の相

関を見出しているとの報告もある（Rothbart et al., 2000）。 

モーズレイ性格検査は Eysenckによって開発された質問紙検査で（Eysenck, 1959）、内

向性および外向性尺度と神経症的尺度によって性格分析を行い、年齢・性別・知能に左右
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されないとされ、精神科医療の分野でよく用いられている。本研究においては、食行動に

及ぼす個人のパーソナリティの影響を判断するため、幅広く測定が可能なビッグ・ファイ

ブを使用した。 
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1. 6. 食行動の指標 

 

食行動の指標としてこれまで使用されてきた尺度として、The Dutch Eating Behavior 

Questionnaire（DEBQ）、 Eating Attitude Test-26（EAT-26）、Eating Disorder Inventory

（EDI）があげられる。これら 3つの尺度には各々違いがあるため、その使用には目的と合

致した使用が求められる。 

まず、DEBQ は、van Strein らによって作成され（van Strien et al., 1986）、今田ら

によって日本語版（今田, 1994）が作成された。DEBQ は抑制的摂食（restrained eating）、

情動的摂食（emotional eating）、外発的摂食（external eating）の 3つの下位尺度から

なる。抑制的摂食は摂食を抑制する傾向を示すというものである。情動的摂食は怒り、不

安等といった内的覚醒によって引き起こされる摂食傾向を示す。外発的摂食は、外的刺激

により喚起され摂食行動をとる。 

EAT-26（Garner et al., 1982）と EDI（Garner et al., 1983）は摂食障害を測定・査

定することを目的として、開発された尺度である。 

EAT-26は全 26項目からなる尺度であり、我が国においても妥当性・信頼性が検証され

ている。EAT-26 は摂食制限（dieting）、過食と食物への専心（bulimia and food 

preoccupation）、食事支配（oral control）の 3つの下位尺度からなる。評価方法として、

1．「まったくない」から 6．「いつも」の 6件法で回答を求める。摂食障害の判別では素

点を置換して使用する。全項目の置換合計得点が高ければ高い場合、摂食障害傾向が強い

と判断する（中井, 2003）。 

EDI（Garner et al., 1983）も摂食障害などの患者の摂食行動などを多次元的に評価す

る尺度である。やせ願望（dirve for thinness）、過食（bulimia）、体型不満（body 

dissatisfaction）、無力感（ineffectiveness）、完全主義（perfectionism）、対人不信

（interpersonal distrust）、内部洞察（interoceptive awareness）、成熟恐怖（maturity 

fears）の 8つの下位尺度からなる全 64 項目の尺度である。評価方法として、1．「いつ

もそう」から 6．「まったくない」の 6件法で回答を求める。 

 このようにいくつかの食行動の指標があるが、EAT-26および EDIは、摂食障害の評価に

用いることが一般的であり、 DEBQのように、食行動・食態度を包括的に評価する指標で

はない。 
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1. 7. 研究目的 

 

 第 1.2節から第 1.6 節において、現代社会は狩猟・採集時代の社会と異なり、食料が豊

富に供給される状況であるため食行動も多様な様式となっており、自らに適した食行動の

決定は容易ではないことを述べた。加えて、どのような食行動をとるかによって、食事の

内容や摂食量が決まり、その結果として体格にも影響を及ぼすことから、適切な食行動の

決定は合目的的行動である必要があることを述べた。さらに、合目的的行動を行うための

判断には実行機能が多くかかわっていることが想定され、また、個人に特有の条件が個人

の食行動の決定に関わっていることから、食行動にパーソナリティが関与している可能性

についても述べた。 

以上より、食行動は実行機能や、パーソナリティと関連している可能性が示唆された。

これまでの研究では、実行機能の一つであるエフォートフル・コントロールは食行動と関

連が無いとする報告もあり（Leung et al., 2015）、またエフォートフル・コントロール

が低いとより摂食障害になりやすい（Burt et al., 2015）など、エフォートフル・コント

ロールが関連する報告もあり、両者の関係については明確な結論には至っていない。しか

しながら、食行動は、複雑な条件のもとで決定する行動であり、エフォートフル・コント

ロールは実行機能の効率を表す概念であることから、合目的的に食行動を決定するために

は、高いエフォートフル・コントロールが必要と仮定することも可能である。また、パー

ソナリティについては個人の行動に影響を及ぼすものであることから、これらは相互に関

連しあっていると考えられる。従って、食行動とエフォートフル・コンロトールやパーソ

ナリティとの間には関連があることが考えられ、この点を本論文の仮説とした。 

次に、ワーキングメモリは実行機能において概念化されている（Miyake et al., 2000）。

ワーキングメモリは能動的なプロセスのことであり、そのプロセスにより情報は短期記憶

に保持され、複雑な行動、即ち目的を果たす課題を行う間、それらの情報は操作される

（Baddeley et al., 2012）。現在のところ、この両者の間の関係性は明確に検証されてい

ない。従って食行動が合目的的行動だとすれば、ワーキングメモリとの間に関連があるこ

とが想定され、この点を本論文の仮説とした。 

本研究においては、上記にのべた仮説を検証することを目的とした。即ち、食行動に対

して影響すると思われるワーキングメモリ、エフォートフル・コントロール、パーソナリ

ティについて、その関連性を明らかにすることを目的とした。  
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1. 8. 本論文の構成 

 

本論文は 4つの章により構成される。第一章は本研究の背景および目的である。第二章

は、食行動とエフォートフル・コントロールおよびパーソナリティの関連について検討す

ることとし、British Journal of Medicine and Medical Research に出版された論文(Momoi 

et al.,(2016) Relationship among eating behavior, effortful control, and personality 

traits in Japanese students: cross-sectional study.Br J Med Med Res 18:1-8, Article 

no. BJMMR.29729)に基づいて記載した。第三章の内容は、食行動とエフォートフル・コン

トロールおよびワーキングメモリについての検討であり、Healthに出版された論文（Momoi 

et al., (2016) Relationship among eating behavior, effortful control, and working 

memory in female young adults. Health 8:1187-1194）に基づいて記載した。第四章は本

研究の総括とした。 
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2. 1. 背景と目的 

 

 最近の研究では、男性と女性との間で食行動が異なっていることが報告されており、抑

制的摂食は、男性より女性で一般的であるとされている（Burton et al., 2007; Hou et al., 

2013）。女性は誤った体型認識や（Park, 2011; ter Bogt et al., 2006）やせ願望（Evans 

et al., 2012; Kaneko et al., 1999; Wardle et al., 2006）を持っている傾向がある。

また、女性では、食行動がやせ願望や体型認識と関係があることが報告されている（Mase et 

al., 2015; Ohara et al., 2014）。これらの傾向は摂食障害および種々の疾患に繋がるも

のである（Nishizawa et al., 2003; Muro-Sans et al., 2007; Patton et al., 1999）。 

エフォートフル・コントロールは、非顕在的な反応を行うために顕現している反応を抑

制する能力である（Rothbart et al., 2006）。すなわち、エフォートフル・コントロール

は行動の抑制・行動の始発両方の制御の基礎となる（Derryberry, 1997）。また、エフォ

ートフル・コントロールは、摂食障害とも関連しているとされている（Claes et al., 2010; 

Kitsant et al., 2003; Stice et al., 2001）。例えば、摂食障害患者において、過食・

拒食行動はエフォートフル・コントロール尺度と負の関連が見られる（Claes et al., 2012）、

エフォートフル・コントロールが低いとより摂食障害になりやすい（Burt et al., 2015）、

摂食障害はエフォートフル・コントロールの低さと関連があり、摂食障害は Behavioral 

Inhibition Scale reactivity (anxiety)の高さと強く関連している（Claes et al., 2011）

などの報告がある。一方で、エフォートフル・コントロールはウェイトサイクリング（リ

バウンド）と関連がみられず（Zwaan et al., 2015）、報酬への感受性とエフォートフル・

コントロールとの相互作用は、ウェイトサイクリング（リバウンド）を予測しなかったり

（Zwaan et al., 2015）、エフォートフル・コントロールは食行動と関連が無い（Leung et 

al., 2016）とも報告されている。このように、エフォートフル・コントロールと食行動に

ついては確証が得られていない。 

 また、いくつかの研究において、食行動とパーソナリティの関連が報告されている。情

動的摂食は情緒不安定性と強い正の関連がみられ、勤勉性や外向性とは負の関連がみられ、

外発的摂食は衝動性や自己抑制と関連がみられた（Heaven et al., 2001）。情緒不安定性

の高さは食物の抑制、脱抑制、空腹の感じやすさにつながっていた（Provencher et al., 

2008）。一方で、抑制的摂食は勤勉性、外向性や知性の高さと関連があり、加えて情緒不

安定性の低さとも関連がみられた（Elfhag et al., 2007）。勤勉性は、食物の抑制と正の
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関連があり、協調性が高いと空腹の感じやすさが低いとされている（Provencher et al., 

2008）。従って、ビッグ・ファイブと食行動との関連は、未だ定まっているとは言えない。 

 そこで、本研究では、大学生における食行動、パーソナリティ、エフォートフル・コン

トロールの関連性を導き出すことを目的とした。 
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2. 2. 方法 

 

対象者 

対象者は大学生 576名（男性 422 名、18.5 ± 1.3歳、女性 154名、18.5 ± 1.0歳）で

ある。調査は 2015年に、自記式無記名の質問紙を用い、大学の授業時間に実施した。すべ

ての対象者からは説明と同意を得た。尚、本研究は、神戸大学大学院人間発達環境学研究

科研究倫理審査委員会の承認を得て実施した。 

 

測定 

エフォートフル・コントロールの測定には、日本語版エフォートフル・コントロール尺

度を使用した（Yamagata et al., 2005）。この日本語版尺度は、Adult Temperament 

Questionnaireの原版（Rothbart et al., 2000）に含まれるエフォートフル・コントロー

ル尺度から作成されたものである。日本語版エフォートフル・コントロール尺度は 35項目

から構成され、各項目は 4段階のリッカートスケールとなっており（あてはまらない = 1、

あまりあてはまらない = 2、少しあてはまる = 3、あてはまる = 4）、合計で 35～140点

となる。これは、次の 3つの下位尺度から構成されている。即ち、必要に応じて集中した

り注意を切り替えたりする能力である注意の制御（attentional control）（12項目から

なりスコア合計は 12-48 点）、不適切な接近行動を抑制する能力である行動抑制の制御

（inhibitory control）（11項目からなりスコア合計は 11-44点）、ある行動を回避した

い時でもそれを遂行する能力である行動始発の制御（activation control）（12項目から

なりスコア合計は 12-48点）である。 

食行動は日本語版Dutch Eating Behavior Questionnaire (DEBQ) （Imada, 1994）を用

いた。この原版はvan Strienによって作成されたものである（van Strien et al., 1986）。

日本語版DEBQの妥当性および信頼性は既に検証されている（Imada, 1994）。DEBQは33項目

からなる自記式の質問紙で3つの下位尺度から構成されている。3つの下位尺度は抑制的摂

食（restrained eating）、情動的摂食（emotional eating）、外発的摂食（external eating）

であり、抑制的摂食は10項目、情動的摂食は13項目、外発的摂食は10項目からなる。抑制

的摂食は逆説的な食事の抑制であり、最初は体重を減らすあるいは維持するために食事量

を減らすが、その後食事量が増加したりむちゃ食いとなるものである。情動的摂食は、否

定的な情動に応答した食行動である。外発的摂食は食べ物の見た目や匂いに応答した食行
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動である（Claes et al, 2011）。対象者はDEBQの質問に対して、1の「まったくない」か

ら5の「いつもある」までの5段階の中から回答を選択した。各質問項目への回答は下位尺

度ごとに合計し、スコアを求めた。 

パーソナリティは、一般的に広く受け入れられている5因子モデルを基礎とした、ビッ

グ・ファイブを用いて分析した（Murakami et al., 1997）。この検査では、個人のパーソ

ナリティは、外向性、協調性、勤勉性、情緒安定性、知性の5つの側面から構成してある。 

我々は、このビッグ・ファイブの日本語版を用いた。この日本語版は各々の因子について

12問、計60問で構成されている（Murakami et al., 1997）。各々の性格因子のスコアは0

から12の範囲となっており、12がその性格の程度が最も高いことを示している。スコアは、

ビッグ・ファイブの判定用ソフトを用いて算出した（Murakami et al., 1997）。外向性、

協調性、勤勉性、情緒安定性、知性の信頼性係数αは各々0.89、0.67、0.73、0.85、0.66

であった。 

 

統計分析 

男女間における、DEBQスコア、エフォートフル・コントロール、ビッグ・ファイブの差

については Studentの t検定を用いて評価した。DEBQ、エフォートフル・コントロール、

ビッグ・ファイブ間の相関は、Pearsonの積率相関係数を算出した。DEBQ スコアとビッグ・

ファイブやエフォートフル・コントロールとの間の関係については、重回帰分析を用いた。

有意水準は 0.05 とし、統計解析は SPSS 22.0 J for Windows (IBM Corp., Tokyo)を用い

て行った。 
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2. 3. 結果 

 

Table 2.1に示すように、DEBQ の抑制的摂食、情動的摂食、外発的摂食はいずれも女性

よりも男性において有意に低かった（抑制的摂食, p < 0.001; 情動的摂食, p = 0.001; 外

発的摂食, p = 0.009）。加えてビッグ・ファイブの知的好奇心は男性よりも女性において

有意に低かった（p < 0.001）。その他については、男女間での有意な差はみられなかった。 

DEBQとエフートフル・コントロールとの間の相関について Table 2.2に示す。男性では、

抑制的摂食は行動始発の制御と正の有意な相関がみられた（r = 0.207, p < 0.001）。情

動的摂食は行動抑制の制御（r = −0.286, p < 0.001）、行動始発の制御（r = −0.157, p = 

0.001）、注意の制御（r = −0.188, p < 0.001）と有意な負の相関がみられた。外発的摂

食は行動抑制の制御（r = −0.257, p < 0.001）、行動始発の制御（r = −0.147, p = 0.002）、

注意の制御（r = −0.178, p < 0.001）と有意な負の相関がみられた。女性では、抑制的摂

食は行動始発の制御と有意な正の相関がみられた（r = 0.164, p = 0.043）。情動的摂食

は行動抑制の制御（r = −0.378, p < 0.001）、行動始発の制御（r = −0.189, p = 0.019）、

注意の制御（r = −0.180, p = 0.025）と有意な負の相関がみられた。外発的摂食は行動抑

制の制御（r = −0.243, p = 0.002）、注意の制御（r = −0.183, p = 0.023）と有意な負

の相関がみられた。 

DEBQとビッグ・ファイブとの間の相関を Table 2.3に示す。男性においては、抑制的摂

食は勤勉性と有意な正の相関がみられた（r = 0.139, p = 0.004）。情動的摂食は、協調

性(r = −0.105、p = 0.031)、勤勉性(r = −0.124, p = 0.011)、情緒安定性(r = −0.100, p 

= 0.040)と有意な負の相関がみられた。外発的摂食は、外向性と有意に正の相関がみられ

（r = 0.187, p < 0.001）、勤勉性（r = −0.103, p = 0.035） 、情緒安定性（r = −0.161, 

p = 0.001）と有意な負の相関がみられた。女性では、情動的摂食は情緒安定性と有意な負

の相関がみられた（r = −0.316, p < 0.001）。外発的摂食は情緒安定性と有意な負の相関

がみられた（r = −0.238, p = 0.003）。 

食行動とエフォートフル・コントロール、およびビッグ・ファイブとの関係は Table 2.4

に示す。抑制的摂食は、男性において行動始発の制御と有意な正の関係がみられ（β = 

0.214, p = 0.001）、女性においては知的好奇心と有意な負の関係がみられた（β = −0.251、

p = 0.010）。情動的摂食は、男性において行動抑制の制御と有意な負の関係がみられた（β 

= −0.215, p < 0.001）。女性においては、情動的摂食は行動抑制の制御（β = −0.297, p 



 

 

31 

 

= 0.001）、情緒安定性（β = −0.273, p = 0.001）、知性（β = −0.241, p = 0.006）と

有意な負の関係がみられ、外向性と有意な正の関係がみられた（β = 0.186, p = 0.033）。 

外発的摂食は、男性において、外向性と有意な正の関係がみられ（β = 0.231, p < 0.001）、

行動抑制の制御（β = −0.159, p = 0.005）、情緒安定性(β = −0.144, p = 0.005) と有

意な負の関係がみられた。女性では、外発的摂食は行動抑制の制御(β = −0.208, p = 0.028),

情緒安定性(β = −0.203, p = 0.020)、知性（β = −0.213, p = 0.022）と有意な負の関

係がみられた。 
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Table 2.1. ビッグ・ファイブ、エフォートフル・コントロール、食行動における男女比較 

  男性 

(n = 422) 

 女性 

(n = 154) 

  

p値 

ビッグ・ファイブ       

  外向性（E）   45.3 ± 10.2  46.4 ± 9.2  0.194 

  協調性（A）  48.2 ± 9.4  48.4 ± 9.2  0.808 

  勤勉性（C）  52.3 ± 9.6  51.0 ± 9.9  0.157 

  情緒安定性（N）  46.4 ± 9.7  46.7 ± 10.5  0.720 

  知性（O）  50.8 ± 10.1  45.8 ± 9.3  <0.001 

       

エフォートフル・コントロール       

行動抑制の制御  30.8 ± 4.6  30.6 ± 4.7  0.685 

行動始発の制御  30.7 ± 5.7  30.7 ± 5.7  0.955 

注意の制御  28.6 ± 5.8  28.4 ± 6.6  0.769 

       

DEBQ       

 抑制的摂食  22.7 ± 8.7   29.2 ± 7.5  <0.001 

 情動的摂食  26.0 ± 12.0  29.7 ± 12.1   0.001 

 外発的摂食  31.3 ± 7.9  33.2 ± 6.8   0.009 

表中の数字は平均 ± 標準偏差 

E: extraversion, A: agreeableness, C: conscientiousness, N: neuroticism, O: openness 

to experience, DEBQ: Dutch Eating Behavior Questionnaire 
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Table 2.2. エフォートフル・コントロールと食行動との間の相関 

  エフォートフル・コントロール 

（男性） 

 エフォートフル・コントロール

（女性） 

  行動抑制

の制御 

 行動始発

の制御 

 注意 

の制御 

 行動抑制

の制御 

 行動始発

の制御 

 注意 

の制御 

DEBQ             

 抑制的摂食  0.039  0.207*  0.077   0.044   0.164*  −0.018 

 情動的摂食  −0.286*  −0.157*  −0.188*  −0.378*  −0.189*  −0.180* 

 外発的摂食  −0.257*  −0.147*  −0.178*  −0.243*  −0.032  −0.183* 

表中の数字は Pearson の積率相関係数 

*p < 0.05 (Pearson の積率相関係数) 

DEBQ: Dutch Eating Behaviour Questionnaire 
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Table 2.3. ビッグ・ファイブと食行動との間の相関 

  ビッグ・ファイブ（男性）  ビッグ・ファイブ（女性） 

  外向性 

（E） 

 協調性 

（A） 

 勤勉性

（C） 

 情緒安 

定性（N） 

 知性 

（O） 

 外向性 

（E） 

 協調性 

（A） 

 勤勉性

（C） 

 情緒安 

 定性（N） 

 知性 

（O） 

DEBQ                     

 抑制的摂食  0.072  0.084  0.139*  −0.036  0.065   0.129   0.060   0.134  −0.063  −0.118 

 情動的摂食   0.082  −0.105*  −0.124*  −0.100*   0.002   0.095  −0.018  −0.043  −0.316*  −0.144 

 外発的摂食   0.187*   0.021  −0.103*  −0.161*  −0.020   0.121   0.055   0.042  −0.238*  −0.125 

表中の数字は Pearson の積率相関係数 

*p < 0.05 (Pearson の積率相関係数) 

E: extraversion, A: agreeableness, C: conscientiousness, N: neuroticism, O: openness to experience,  

DEBQ: Dutch Eating Behavior Questionnaire 



 

 

35 

 

Table 2.4. 食行動とエフォートフル・コントロールおよびビッグファイブとの関係 

  男性  女性 

  標準偏回帰
係数（β） 

  
p 値 

 標準偏回帰
係数（β） 

  
p 値 

抑制的摂食（DEBQ）         

 行動抑制の制御（EC）  −0.065  0.271  0.017  0.862 

 行動始発の制御（EC）  0.214  0.001  0.131  0.229 

 注意の制御（EC）  0.009  0.883  −0.026  0.789 

外向性（BF）  0.022  0.698  0.196  0.042 

協調性（BF）  0.048  0.368  −0.020  0.809 

勤勉性（BF）  0.016  0.807  0.119  0.283 

情緒安定性（BF）  −0.070  0.187  −0.107  0.234 

知性（BF）  0.008  0.888  −0.251  0.010 

         
情動的摂食（DEBQ）         

 行動抑制の制御（EC）  −0.215  <0.001  −0.297  0.001 

 行動始発の制御（EC）  −0.029  0.647  −0.131  0.184 

 注意の制御（EC）  −0.112  0.052  0.039  0.659 

外向性（BF）  0.103  0.063  0.186  0.033 

協調性（BF）  −0.071  0.169  −0.032  0.669 

勤勉性（BF）  0.022  0.733  0.184  0.067 

情緒安定性（BF）  −0.030  0.556  −0.273  0.001 

知性（BF）  0.040  0.452  −0.241  0.006 

         
外発的摂食（DEBQ）         

 行動抑制の制御（EC）  −0.159  0.005  −0.208  0.028 

 行動始発の制御（EC）  −0.066  0.299  0.021  0.839 

 注意の制御（EC）  −0.080  0.160  −0.082  0.380 

外向性（BF）  0.231  <0.001  0.176  0.056 

協調性（BF）  0.039  0.442  0.008  0.924 

勤勉性（BF）  0.007  0.917  0.176  0.099 

情緒安定性（BF）  −0.144  0.005  −0.203  0.020 

知性（BF）  −0.028  0.599  −0.213  0.022 

DEBQ: Dutch Eating Behavior Questionnaire, EC: effortful control, BF: big five  
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2. 4. 考察 

 

本研究では、日本人大学生を対象に、食行動、エフォートフル・コントロール、および

ビッグ・ファイブの間の関係性について検討した。本研究の主な知見は、抑制的摂食は、

男女ともにエフォートフル・コントロールと正の関係を示したが、一方、情動的摂食と外

発的摂食は、男女ともにエフォートフル・コントロールと負の関係を示したことである。

さらに、外向性は情動的摂食および外発的摂食と正の関係を示し、一方、その他のビッグ・

ファイブの指標は情動的摂食および外発的摂食と負の関係を示した。 

本研究においては、男女間におけるエフォートフル・コントロールの違いはみられなか

った。この結果は、従来の研究とも一致している（Verstraeten et al., 2009; Willem et 

al., 2010）。DEBQとエフォートフル・コントロールとの間の関係に関しては、男女とも

同じような相関を示していた。即ち、情動的摂食および外発的摂食はエフォートフル・コ

ントロールと負の関係にあった。また、それとは対照的に、抑制的摂食は行動始発の制御

と正の関係にあった。重回帰分析においては、行動始発の制御は抑制的摂食と正の関係を

示し、行動抑制の制御は情動的摂食および外発的摂食と負の関係を示していた。エフォー

トフル・コントロールは非顕在的な反応を行うために顕現している反応を抑制する能力で

ある。行動始発の制御は、ある行動を回避したい時でもそれを遂行する能力である

（Rothbart et al., 2006）。情動的摂食と外発的摂食は脱抑制と関連がある（Kim et al., 

2014）。食行動における脱抑制は、周囲からのきっかけに応答して、日和見的に食べる傾

向により特徴づけられ、若年および成人の肥満と、長期間にわたって関係している

（Stunkard et al., 1985）。また、脱抑制は抑制的摂食とも負の関係性を持つことが示さ

れている（van Strien et al., 1986）。これらの結果は、本研究結果を支持するものであ

り、エフォートフル・コントロールと抑制的摂食、情動的摂食、外発的摂食との関係が必

ずしも同じでないことを示している。 

次に、ビッグ・ファイブにおいては、知性のみ男女間で違いがみられた。医学生を対象

とした従来研究では、男女間にビッグ・ファイブの違いはみられていない（Kwon et al., 

2016）。しかしながら、協調性や情緒安定性において男女間で差があったとする報告もあ

る（Mattarozzi et al., 2015）。勤勉性について男性よりも女性で高いとする研究もある

（Zhang et al., 2010）。故に、ビッグ・ファイブの性差に関する結果はばらついており、

対象者の特性が反映されているのかもしれない。 
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本研究においては、協調性、勤勉性、情緒安定性は情動的摂食および外発的摂食と負の

関係がみられ、外向性は外発的摂食と正の関係がみられた。また、重回帰分析により、情

緒安定性および知性は情動的摂食および外発的摂食と負の関係がみられ、外向性は情動的

摂食および外発的摂食と正の関係がみられた。情動的摂食と外発的摂食は、体重が重いこ

とと関係があることから、問題のある食行動と考えられている（Elfhag et al., 2005）。 

従来研究では、勤勉性に関連した性格は健康に関連した危険行動すべてと負の関係があり、

健康に関連した有益な行動すべてと正の関係があることが報告されている（Bogg et al., 

2004）。別の研究では、情緒安定性や勤勉性と関連する性格と食行動との間で関係がある

ことを報告している（Heaven et al., 2001）。また、協調性は、果実の消費のような有益

な健康行動と正の関係（de Bruijn et al., 2005）、喫煙やダイエットとは負の関係（Kye 

et al., 2012）、一方、外向性は飲酒と正の関係がある（Kye et al., 2012）ことが報告

されている。これらの報告は本研究結果を支持している。しかしながら、本研究では、勤

勉性は抑制的摂食と正の相関があった。また、重回帰分析では、行動始発の制御と抑制的

摂食との間に正の関係性がみられた。抑制的摂食は体重をコントロールために、摂食とカ

ロリーを制限するための意図的な選択と努力を意味している（van Strien et al., 1986）

との報告や、抑制的摂食はより多くの教育と正の相関がある（Elfhag et al., 2007）との

報告があり、本研究結果は、これら従来研究の結果と一致していた。 

 

研究の限界 

本研究はいくつか限界がある。最初に、本研究の対象者は無作為抽出による選定ではな

く、また、日本の中の限られた地域在住の者であることである。次に、本研究は横断研究

であるので、因果関係については結論付けることができないことである。最後に、本研究

の対象者は、男性に比べて女性割合が少ないことである。 
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2. 5. 結論 

 

本研究においては、抑制的摂食はエフォートフル・コントロールと正の関係があり、情

動的摂食と外発的摂食はエフォートフル・コントロールと負の関係があった。また、外向

性は情動的摂食や外発的摂食と正の関係があり、それ以外のビッグ・ファイブの指標は情

動的摂食や外発的摂食と負の関係がみられた。以上より、食行動はエフォートフル・コン

トロールやビッグ・ファイブと関係することを示している。しかしながら、エフォートフ

ル・コントロールやビッグ・ファイブと抑制的摂食との間の関係性は、情動的摂食や外発

的摂食との関係性とは方向性が異なっていた。 
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第三章 

認知機能と食行動 
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3. 1. 背景と目的 

食行動をコントロールすることは、健康を維持するうえで重要な役割を果たす。しかし

ながら、個々人にとって、どれだけの量を食べればよいか、何を食べればよいかというこ

とを決めるのは容易ではない。何故ならば、食べるための食料の種類と量は、年齢、性、

身体活動量、好み等などの個々人の性質に従って、多様であるからである。 

 エフォートフル・コントロールは非顕在的な反応を行うために顕現している反応を抑制

する能力である（Rothbart et al., 2006）。 即ち、エフォートフル・コントロールは行

動するための衝動を自発的に活性化したり抑制したりする能力である（Derryberry et al., 

1997）。エフォートフル・コントロールは注意によって起こる（Rothbart et al., 2006）。

注意は多面的な認知領域であり、効率的な知覚、学習、記憶、論理的思考が求められる。

エフォートフル・コントロールは食の病理に関連しているという研究がある（Claes et al., 

2010; KItantas et al., 2003; Stice., 2001）。そのひとつは、食行動異常があったり、

むちゃ食いや瀉下行動を伴う患者はエフォートフル・コントロール尺度のスコアが有意に

低いことが報告されている（Claes et al., 2012）。食行動異常の症状はエフォートフル・

コントロールが低いことと関係し、衝動性尺度における不安と強い関係性が見られた

（Claes et al.,2011）。Burtらもエフォートフル・コントロールが低いことはより多く

の食行動異常の症状と関連すると報告している（Burt et al., 2015）。一方、エフォート

フル・コントロールは激しい体重増減と関連が見られないとか、報酬に対する感受性とエ

フォートフル・コントロールとの間の相互作用からは体重の増減を予想できないとの報告

がある（Zwaan et al., 2015）。エフォートフル・コントロールと食行動との間の関係が

ないとする報告（Leung et al., 2015）がある。以上、エフォートフル・コントロールと

食行動に関する従来の研究では、一致した結論は得られていない。  

ワーキングメモリは実行機能において概念化されている（Miyake et al., 2000）。ワー

キングメモリは能動的なプロセスのことであり、そのプロセスにより情報は短期記憶に保

持され、複雑な行動、即ち目的を果たす課題を行う間、それらの情報は操作される（Baddeley 

et al., 2012）。実行機能とエフォートフル・コントロールは関連し、重複した構造であ

ることが報告されている（Bridgett et al., 2012）。実際、ワーキングメモリは計画 

（Phillips et al., 1999）、問題解決（Logie et al., 1994）、遅延する目的の実行（Brewer 

et al., 2010）、流動性知能（Engle et al., 1999; Shelton et al., 2010）といった高
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次の認知能力に不可欠であると考えられている。従って、ワーキングメモリは食行動の制

御にとって重要であると考えられる。 

本論文においては、食行動、エフォートフル・コントロール、およびワーキングメモリ

の間の関係について若年女性を対象に検討した。 
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3. 2. 方法 

 

対象者 

対象者は 26 名の女子大学生である（20.6 ± 0.5歳）。包含基準は 20歳から 22歳の女

子大学生とした。対象者は無記名の認知機能と食行動に関連した項目を含んだ質問紙を回

答した。すべての対象者に対して説明と同意を得るとともに、本研究は神戸大学大学院人

間発達環境学研究科研究倫理審査委員会の承認を得て実施した。 

 

測定 

エフォートフル・コントロールの測定には、日本語版エフォートフル・コントロール尺

度を使用した（Yamagata et al., 2005）。この日本語版尺度は、Adult Temperament 

Questionnaireの原版（Rothbart et al., 2000）に含まれエフォートフル・コントロール

尺度から作成されたものである。日本語版エフォートフル・コントロール尺度は 35項目か

ら構成され、各項目は 4段階のリッカートスケールとなっており（あてはまらない = 1、

あまりあてはまらない = 2、少しあてはまる = 3、あてはまる = 4）、合計で 35～140点

となる。これは、次の 3つの下位尺度から構成されている。即ち、必要に応じて集中した

り注意を切り替えたりする能力である注意の制御（attentional control）（12項目から

なりスコア合計は 12-48点）、不適切な接近行動を抑制する能力である行動抑制の制御

（inhibitory control）（11項目からなりスコア合計は 11-44点）、ある行動を回避した

い時でもそれを遂行する能力である行動始発の制御（activation control）（12項目から

なりスコア合計は 12-48点）である。 

食行動は日本語版 Dutch Eating Behavior Questionnaire (DEBQ) （Imada, 1994）を用

いた。この原版は van Strienによって作成されたものである（van Strien et al., 1986）。

日本語版 DEBQの妥当性および信頼性は既に検証されている（Imada, 1994）。DEBQ は 33

項目からなる自記式の質問紙で 3つの下位尺度から構成されている。3つの下位尺度は抑

制的摂食（restrained eating）、情動的摂食（emotional eating）、外発的摂食（external 

eating）であり、抑制的摂食は 10項目、情動的摂食は 13項目、外発的摂食は 10項目から

なる。抑制的摂食は逆説的な食事の抑制であり、最初は体重を減らすあるいは維持するた

めに食事量を減らすが、その後食事量が増加したりむちゃ食いとなるものである。情動的

摂食は、否定的な情動に応答した食行動である。外発的摂食は食べ物の見た目や匂いに応
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答した食行動である（van Strien et al., 1986）。対象者は DEBQ の質問に対して、1の

「まったくない」から 5の「いつもある」までの 5段階の中から回答を選択した。各質問

項目への回答は下位尺度ごとに合計しスコアを求めた。 

認知的干渉を測定するためにストループ課題を用いた。ストループ課題における干渉タ

スクにおいては、対象者はカラーインクで書かれた「赤」「黄」などの色名について、書

かれた文字そのものを読む（文字の意味を答える）傾向を抑制する一方、書かれた色名の

文字のインクの色名を回答させた。従って、書かれた色名を表す文字の意味と文字のイン

クの色名が不一致であるときには、抑制制御が必要となる。本研究においては、各々40試

行分の一致課題および不一致課題で構成されている PC版のストループ課題を用いた。一致

課題の試行はインクの色と一致した色名を示す文字で構成された。不一致課題の試行は、

インクの色と一致しない色名を示す文字で構成された。誤答率は誤答の試行数を全試行数

で除して求めた。 

 

統計解析 

認知機能と食行動との間の相関については、Pearsonの積率相関係数用いた。ストルー

プ課題の誤答率の高い群と低い群との比較には Student tテストを用いた。 有意水準は

5％とし、統計解析には SPSS 22.0 J for Windows (SPSS Inc., Chicago, USA)を用いた。 
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3. 3. 結果 

 

エフォートフル・コントロールのスコア（行動抑制の制御、行動始発の制御、注意の制

御）および DEBQ スコアの平均値を Table 3.1に示す。ストループ課題の誤答率を用いて、

対象者を高誤答率グループと低誤答率グループの 2グループに分類した。 

Table 3.2に DEBQ のスコアとエフォートフル・コントロールのスコアとの関係について

示す。抑制的摂食は、行動始発の制御と有意な正の相関を示した（r = 0.508, p < 0.001）。

情動的摂食は行動抑制の制御と有意な負の相関を示した（r =−0.407, p < 0.001）。外発

的摂食は行動抑制の制御（r = −0.769, p < 0.001）、 行動始発の制御 (r = −0.696, p = 

0.002)、注意の制御 （r = −0.454, p < 0.001）と、各々有意な負の相関を示した。 

Table 3.3 に DEBQのスコアおよびエフォートフル・コントロールのスコアについて、ス

トループ課題の高誤答率群と低誤答率群との間で比較した結果を示す。抑制的摂食は低誤

答率群において高誤答率群よりも有意に高かった（p < 0.001）。加えて、行動始発の制御

は低誤答率群において高誤答率群よりも有意に高かった（p < 0.001）。 
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Table 3.1. エフォートフル・コントロール、食行動のスコア、およびストル

ープ課題の誤答率（n = 26） 

 スコア 

エフォートフル・コントロール、  

行動抑制の制御 31.0 ± 4.7 

行動始発の制御 32.0 ± 5.1 

注意の制御 28.1 ± 5.5 

DEBQ  

抑制的摂食 30.6 ± 6.9 

情動的摂食 28.3 ± 11.4 

外発的摂食 35.9 ± 5.5 

Stroop 干渉課題  

 誤答率 3.2 ± 4.6 

表中の数字は平均 ± 標準偏差 

DEBQ: Dutch Eating Behavior Questionnaire 
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Table 3.2. 食行動とエフォートフル・コントロールとの相関（n = 26） 

 
行動抑制の 

制御 

行動始発の 

制御 

注意の 

制御 

抑制的摂食 0.252 0.508* 0.081 

情動的摂食 -0.407* 0.338 -0.088 

外発的摂食 -0.769* -0.696* -0.454* 

表中の数字は Pearson の積率相関係数 

*p < 0.05 (Pearson の積率相関係数) 
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Table 3.3. ストループ課題とエフォートフル・コントロールおよび食行動との関係  

 

ストループ課題 

低誤答率群 

(n = 12) 

ストループ課題 

高誤答率群 

(n = 14) 

エフォートフル・コントロール 
  

行動抑制の制御 32.3 ± 4.3 29.1 ± 5.0 

行動始発の制御 34.1 ± 4.4* 29.6 ± 5.0 

注意の制御 28.6 ± 5.5 27.2 ± 6.0 

DEBQ 
  

抑制的摂食 33.9 ± 5.1* 26.5 ± 6.0 

情動的摂食 28.1 ± 9.6 28.4 ± 12.7 

外発的摂食 34.3 ± 4.8 37.4 ± 5.7 

表中の数字は平均 ± 標準偏差 

*p < 0.05（Student’s t-test, 低誤答率群 vs 高誤答率群） 

DEBQ: Dutch Eating Behavior Questionnaire 
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3. 4. 考察 

 

 本研究において、我々は食行動とエフォートフル・コントロールとの間の関係について

検討した。また、ワーキングメモリと食行動、およびエフォートフル・コントロールとの

関係について検討した。 

抑制的摂食は行動始発の制御と正の相関を示した。情動的摂食は行動抑制の制御、およ

び注意の制御と負の相関を示した。外発的摂食は行動抑制の制御、行動始発の制御、注意

の制御と負の相関を示した。エフォートフル・コントロールは非顕在的な反応を行うため

に顕現している反応を抑制する能力である（Rothbart et al., 2006）。その中で、行動始

発の制御はその行動を避けたい時に行動を起こす能力のことである（Rothbart et al., 

2006）。 また、情動的摂食と外発的摂食は脱抑制と関連があるとされている（Kim et al., 

2014）。食行動における脱抑制とは、周囲からのきっかけに応答して、日和見的に食べる

傾向により特徴づけられ、若年および成人の肥満と、長期間にわたって関係している

（Stunkard et al., 1985）。また、従来研究においては、脱抑制は抑制的摂食と負の関係

を示しているものもある（van Strien et al., 1986）。これらの結果は本研究結果を支持

するものである。故に、本研究で得られた知見はエフォートフル・コントロールが抑制的

摂食との間と、情動的摂食および外発的摂食との間とでは、異なった関係であることを示

すものである。 

次に、行動始発の制御と抑制的摂食は、低誤答率群において高誤答率群よりも高かった。

注意の一部分はワーキングメモリの中において概念化されている（Baddeley et al., 2012）。

ワーキングメモリは能動的なプロセスのことであり、そのプロセスにより情報は短期記憶

に保持され、複雑な行動、即ち目的を果たす課題を行う間、それらの情報は操作される

（Baddeley et al., 2012）。これまでの研究では、子供でも成人でも、高いワーキングメ

モリは高いエフォートフル・コントロールと関係している（González et al., 2001; 

Bridgett et al., 2013）。本研究結果はこれらの従来の研究結果と矛盾するものではなか

った。 

ワーキングメモリと食行動との関係については、制御されていない食行動は低いワーキ

ングメモリと関係があるとの報告がある（Calvo et al., 2014）。 厳格な抑制は食物や体

型に関連した刺激に対する注意の歪みに関係しており、柔軟な抑制は低下したワーキング

メモリと関係があるとされる（Westenhoefer et a., 2013）。また、ダイエット行動と貧
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弱なワーキングメモリとの関連も報告されている（Green et al., 1998）。それらとは対

照的に、本研究においては、抑制的摂食はワーキングメモリが低い群に比べて高い群にお

いて高かった。この結果の背後にある理由は明らかではない。しかしながら、一貫性且つ

持続性がある食事の抑制は体重を減らすためには必要であり、このためにワーキングメモ

リが必要であるので、この可能性についてはさらに検討されるべきである。 

最後に、本研究の限界は、横断研究であるため、因果関係について明らかでないことで

ある。加えて、本研究の対象者は無作為ではなく、日本の限られた地域から集めており、

また、少数であることである。 
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3. 5. 結論 

 

本研究では、抑制的摂食は行動始発の制御と正の相関があり、情動的摂食は行動抑制の

制御および注意の制御と負の相関があり、外発的摂食は行動抑制の制御、行動始発の制御、

注意の制御と負の相関があった。加えて、抑制的摂食と行動始発の制御は、ストループ課

題の低誤答率群において高誤答率群よりも高かった。これらの結果から、抑制的摂食は情

動的摂食や外発的摂食とは実行機能との関係性が異なることが示された。 
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4. 1. 総括 

 

 本研究では、食行動に対して影響すると思われるワーキングメモリ、エフォートフル・

コントロール、パーソナリティについて、その関連性を明らかにすることを目的とした。 

本章では、各章の要点をまとめたうえで、本研究の結論を述べる。 

 第一章は本研究の背景および目的である。現代社会における食行動の現状について概説

し、現代社会は狩猟・採集時代の社会と異なり、食料が豊富に供給される状況であるため

食行動も多様な様式となっており、自らに適した食行動の決定は容易ではないことを述べ

た。加えて、どのような食行動をとるかによって、食事の内容や摂食量が決まり、その結

果として体格にも影響を及ぼすことから、適切な食行動の決定は合目的的行動である必要

があることを述べた。さらに、合目的的行動を行うための判断には実行機能が多くかかわ

っていることが想定され、また、個人に特有の条件が個々人の食行動の決定に関わってい

ることから、パーソナリティも食行動に関与している可能性についても述べた。これらを

受けて、本研究の目的を示し、本論文の構成について述べた。 

第二章では、食行動とエフォートフル・コントロールならびにパーソナリティの関連に

ついて明らかにすることを目的とした。その結果、DEBQにおける抑制的摂食はエフォート

フル・コントロールと正の関係があり、情動的摂食と外発的摂食はエフォートフル・コン

トロールと負の関係があった。また、外向性は情動的摂食や外発的摂食と正の関係があり、

それ以外のビッグ・ファイブの指標は情動的摂食や外発的摂食と負の関係がみられた。以

上より、食行動はエフォートフル・コントロールやビッグ・ファイブと関係することを示

している。しかしながら、エフォートフル・コントロールやビッグ・ファイブと抑制的摂

食との間の関係性は、情動的摂食や外発的摂食との関係性とは方向性が異なっていた。 

 第三章では、食行動とエフォートフル・コントロールならびにワーキングメモリの関連

について明らかにすることを目的とした。DEBQ における抑制的摂食は行動始発の制御と正

の相関があり、情動的摂食は行動抑制の制御および注意の制御と負の相関があり、外発的

摂食は行動抑制の制御、行動始発の制御、注意の制御と負の相関があった。加えて、抑制

的摂食と行動始発の制御は、ストループ課題の低誤答率群において高誤答率群よりも高か

った。これらの結果から、抑制的摂食は情動的摂食や外発的摂食とは実行機能との関係性

が異なることが示された。 
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これまでの研究において、健常者を対象にして食行動とワーキングメモリやエフォート

フル・コントロールおよびパーソナリティとの関連については、十分な報告が蓄積されて

いない。本研究結果においては、食行動とエフォートフル・コントロール、ワーキングメ

モリ、パーソナリティの間には関連があることが示唆された。今回は、食行動の指標とし

て、DEBQ を質問紙として用いた。DEBQ は食行動を抑制的摂食、情動的摂食、外発的摂食と

いう 3つの下位尺度で食行動を特徴づけている。情動的摂食の得点が高いと、気分の変化

に伴う摂食量の制限や過食を行うなど、健康に不利益をもたらす行動が生じやすいことに

なり、外発的摂食の得点が高いと、食品の外見や匂いが誘因となって摂食するなどといっ

た行動が起こりやすいことを表す。即ち、情動的摂食も外発的摂食も、健康のために長期

にわたって行動を制御するのではなく、その場面に起こる短期的な目的のために生じる行

動であり、そこには衝動性が関与していることが種々報告されている。一方、抑制的摂食

は、食事を制限する行動であり、肥満者が正常な BMIの範囲になるまで体重を減少させた

り、現在正常な BMIの範囲にある者であるならば、長期にわたる健康保持のために、その

正常範囲を維持することを目的とするなど、健康を促進する目的のための抑制的摂食であ

れば、ヒトにとって合目的的な行動であるといえる。一方、特に女性に多くみられるやせ

願望や、自らの体型を正しく認識できず、自身の体型を現実の体型よりも肥満傾向に認識

してしまうことが多い体型誤認のために、摂食を抑制する必要がない場合でも抑制的摂食

を行い、その結果、やせの体型となったり、摂食障害となったりする場合は、抑制的摂食

は健康にとって不利益な行動となる。このように、抑制的摂食は、情動的摂食や外発的摂

食と異なり、健康にとって利益をもたらす側面と、不利益をもたらす側面の二面性がある

といえ、人がどちらの側面をとらえて抑制的摂食をしているかにより、エフォートフル・

コントロールやワーキングメモリとの関係性が変わってくるといえる。本研究結果におい

ては、ワーキングメモリやエフォートフル・コントロールは、情動的摂食や外発的摂食と

は負の関係であったが、抑制的摂食とは正の関係であった。従って、本論文の対象者は肥

満を解消するあるいは健康を保持する目的で抑制的摂食をする者が多い集団であると考え

ると、ワーキングメモリやエフォートフル・コントロールと食行動との間においてみられ

た関係性については、整合性があると結論付けることができる。 

パーソナリティは、個人の内にあって、個人に特徴的な行動や思考を決定する精神身体

システムの力動的な構造(Allport, 1961)であることから、食行動にも何らかの影響を及ぼ

す可能性が考えられる。従って、本論文においては、食行動とパーソナリティとの関係に
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ついても検討した。その結果、協調性、勤勉性、情緒安定性は情動的摂食および外発的摂

食と負の関係がみられ、外向性は外発的摂食と正の関係がみられた。従来の研究において

は、協調性、勤勉性、情緒安定性は有益な健康行動と正の関係性がみられたが、本結果に

おいても、情動的摂食や外発的摂食との間で負の関係性がみられ、従来研究の結果と矛盾

したものではなかった。一方、抑制的摂食との間では、勤勉性と正の関係がみられた。本

論文においては、抑制的摂食は、エフォートフル・コントロールと正の関係性がみられた

だけでなく、ワーキングメモリとの関係においても、ワーキングメモリが高いと抑制的摂

食も高いという結果であった。このことから、勤勉性と抑制的摂食との間に正の関係がみ

られたことは、エフォートフル・コントロールやワーキングメモリとの関係と矛盾するも

のではなかった。重回帰分析により、情緒安定性および知性は情動的摂食および外発的摂

食と負の関係がみられ、外向性は情動的摂食および外発的摂食と正の関係がみられ、行動

開始の制御と抑制的摂食との間に正の関係性がみられた。これらは、単回帰での分析結果

と同様の傾向を示すとともに、パーソナリティとエフォートフル・コントロールは各々独

立して食行動と関係することが示された。しかしながら、パーソナリティと食行動との関

係性は、エフォートフル・コントロールと食行動との関係性と矛盾するものではなかった。 

今回、ワーキングメモリ、エフォートフル・コントロール、パーソナリティと食行動と

の関係について検討した。本研究では、DEBQを用いて食行動を検討したが、DEBQは実際の

食事内容を調査するものではなく、抑制的摂食、情動的摂食、外発的摂食といった食態度

について問うものである。従って、今回の結果が、日常の食生活、即ち、食料の選択や、

摂取エネルギー量、あるいは摂取栄養素量に直接還元されるどうか、即ち、高いワーキン

グメモリやエフォートフル・コントロール、あるいは望ましいパーソナリティが、適切な

食行動及びその結果としての適切な摂取エネルギー量・栄養素量に結びつくかどうかは、

直ちに結論付けられるものではなく、今後検討すべき事項であるといえる。しかしながら、

少なくとも適切な食行動と関連することが確認できたことは、適切な食行動を確立するた

めの一助となるものと期待される。 

最後に、本研究では健常成人を対象として検討したが、発達障害児には偏食などの食行

動の問題が発生しており（永井, 1983、高橋ら, 2012）、また、発達障害児はワーキング

メモリに障害があることが報告されている。例えば、発達障害の一つである注意欠陥多動

性障害（ADHD）は、ドーパミンの再取り込み口が健常者より多く存在する（Dougherty et al, 

1999）。トランスポーターは、不要なドーパミンを細胞間から再取り込みする役割を持つ
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が、ADHD 児ではこの機能が正常ではなく、過剰にドーパミン再取り込みを行うことによっ

て、ドーパミンが細胞間から次の神経に送り込まれず、ドーパミン不足に陥る。その他に

も、ADHD児では、前頭前野が担うワーキングメモリにも障害があるとする報告や

（Biederman et al, 1991）、ワーキングメモリにおける障害が行動上の問題に関連してい

ることが報告されている（Rommelse et al, 2008）。他方、ワーキングメモリはトレーニ

ングによって向上することがいくつか報告されている（Themanson et al, 2005; Lee et al, 

2007）。従って、ワーキングメモリの向上に伴って食行動の改善が望めるとすれば、ワー

キングメモリのトレーニングは有効な手段となる。発達障害児は本人の日常生活の改善に

加えて、保護者の負担も問題となっている（吉利ら, 2009）。従って、発達障害児へのア

プローチは急務ともいえ、その点においてワーキングメモリの研究が貢献できることも少

なからずあると思われる。 

  



 

 

64 

 

4. 2. 参考文献 

 

Allport GW (1961) Pattern and growth in personality. Holt, Reinhart & Winston, Oxford 

Biederman J, Newcorn J, Sprich S（1991） Comorbidity of attention deficit 

hyperactivity disorder with conduct, depressive, anxiety, and other disorders. Am 

J Psychiatry 148:564－577 

Dougherty DD, Bonab AA, Spencer TJ, Rauch SL, Madras BK, Fischman AJ (1999) Dopamine 

transporter density in patients with attention deficit hyperactivity disorder. 

Lancet 354:2132-2133  

Ferris LT, Williams JS, Shen CL (2007) The effect of acute exercise on serum 

brain-derived neurotrophic factor levels and cognitive function．Med Sci Sports 

Exerc 39:728-734, doi: 10.1249/mss.0b013e31802f04c7 

Müller U, von Cramon DY, Pollmann S（1998） D1- versus D2-receptor modulation of 

visuospatial working memory in humans．J Neurosci 18:2720-2728 

永井 洋子（1983）自閉症における食行動異常とその発生機構に関する研究, 児童青年精神

医学とその近接領域 24:4 

髙橋 摩理, 大岡 貴史, 内海 明美, 向井 美惠 (2012)自閉症スペクトラム児の摂食機能

の検討 小児歯科学雑誌 50, 36−42 

Rommelse NNJ, Altink ME, Oosterlaan J, Buschgens CJM, Buitelaar J, Sergeant JA（2008）

Support for an independent familial segregation of executive and intelligence 

endophenotypes in ADHD families．Psychol Med, 38:1595-1606 

South M, Ozonoff S, & McMahon, WM（2007） The relationship between executive 

functioning, central coherence, and repetitive behaviors in the high-functioning 

autism spectrum. Autism 11:437-451 

Themanson JR, Hillman CH, Curtin JJ (2006) Age and physical activity influences on 

action monitoring during task swiching．Neurobiol Aging 27:1335-1345 

吉利 宗久, 林 幹士, 大谷 育実, 来見 佳典 (2009) 発達障害のある子どもの保護者に対

する支援の動向と実践的課題 岡山大学大学院教育学研究科研究集録 141:1-9 

 

 



 

 

65 

 

謝辞 

 

本研究を遂行するにあたり指導教員として多くのご指導を賜りました中村晴信教授に厚

く御礼申し上げます。また、本研究にご指導とご助言を賜りました、本研究科の白杉直子

教授、江原靖人准教授、村山留美子准教授、および京都女子大学の間瀬知紀准教授に御礼

申し上げます。さらに、日々の研究を進めていくにあたり、ご指導とご助言いただきまし

た中村研究室の小原久未子博士に感謝申し上げます。最後に、本研究のさまざまな測定・

調査にご協力いただいた学生の皆さまに感謝の意を表します。 

 

 


